公立大学法人大阪府立大学　過去の評価結果
	
	評価すべき点
	評価にあたっての意見、指摘等

	全体評価
全体として年度計画及び中期計画のとおりに進捗している


	○ 理事長のイニシアティブのもと、地方独立行政法人としての特長を活かし、自律的、自主的な大学運営を行い、経営面や運営面で様々な成果が現れている

○ 理事長のトップマネジメントのもと、学長裁量経費を活用し、目標を大きく上回る外部研究資金の獲得など、全学的な経営戦略を推進している

○ 環境が様々変化する状況の中で、法人として自律的に行動し、着実に成果をあげている
	○ 大阪府立大学の特色やステイタスをアピールすることが重要であり、広くアピールできる情報を分かりやすく、積極的に発信する必要がある
○ 活動の実績だけでなく、活動による成果を評価することを次期中期計画に向けて検討すべき

	業務運営の改善及び効率化

H17

H18

H19

H20

A

A

A

A

A：計画どおり
	○ 独法化のメリットである財務の柔軟性を活かして学長裁量経費を措置し、機動的、効果的に活用しており、他の大学の模範になる
○ 教員組織のスリム化については、理事長のリーダーシップのもと、各部局の教員配置を常に厳しく見直し、教員採用を抑制するなど、他の大学では例を見ない取組みを進めている
	○ 組織にとって内部統制強化は重要な事項であり、他大学の状況も参考として内部監査体制が十分であるか検証すべき

	財務内容の改善

H17

H18

H19

H20

A

A

A

A

A：計画どおり
	○ 理事長を先頭に外部研究資金獲得に積極的に取り組み、インセンティブ保持方策や外部研究資金の立替制度等を活用し外部研究資金をより多く獲得している努力を高く評価
○ 教員及び職員の削減等、着実に行われている
	○ 府大と共同研究することが企業にとってプラスになることの実績を示す努力が必要

○ 外部研究資金を獲得した成果として、社会還元や地域貢献につながった内容を府民に分かりやすく説明することが必要

	自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供

H17

H18

H19

H20

A

A

A

A

A：計画どおり
	○ 積極的に改革に取り組むことで、教員等が、良い意味での変化が現れていると感じていることは、独立行政法人化による大きな成果
	○ 大学の活動評価について、他の大学との比較、経年比較など手法も必要

○ 単に情報を公開するだけでなく、府立大学の活動を、府民に分かりやすく積極的に説明していくことが必要

	その他の業務運営

H17

H18

H19

H20

A

A

A

A

A：計画どおり
	○ 独立行政法人化を契機にSPCやCM方式等を積極的に活用し、早期の施設整備とコスト削減・資金需要の平準化が図られている
	○ 大型研究機器を他の大学の研究者等と共同利用できる環境を整備することは、公立大学の社会的使命の１つ

	大学の教育研究等の質の向上

「計画どおり」進捗していることを確認

	○ 自主的な教育研究の内容が高まり、組織文化そのものが変わりつつあると感じられる

○ 研究の活性化だけでなく、学生支援、教育研究水準の向上につながる多面的な取組みが展開されてきている

○ 競争的環境を醸成するため、学内公募制度や学長裁量経費の活用等により、教育研究分野の活性化が図られている
○ 経済学研究科と看護学研究科の大学院生のほとんどが社会人であり、府立大学が研究者養成だけでなく地域貢献していることを改めて確認
○教育･研究、社会貢献のいずれの分野においても、全体的に計画通り進捗しており、教育研究活動が着実に行われるとともに、その質的向上が図られていることを確認
	○ 近年、理工系離れが進んでおり、社会貢献や地域連携の中で、地域社会に対する理工系科目への関心を喚起する活動が必要
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